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第
五
節
　
ポ
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衛
生
行
政
第
五
、
節
ポ
ン
ペ
の
衛
生
行
政
　
わ
が
国
に
お
け
る
衛
生
行
政
中
、
最
も
早
く
取
扱
わ
れ
た
の
は
天
然
痘
対
策
で
あ
る
。
延
享
元
年
（
一
七
四
四
年
）
に
渡
来
し
た
清
人
李
仁
山
は
種
痘
を
伝
え
た
。
長
崎
の
医
師
柳
隆
元
、
堀
江
道
元
等
は
長
崎
奉
行
松
波
備
前
守
の
命
に
よ
り
中
国
式
鼻
孔
接
種
法
を
学
び
、
こ
の
種
痘
法
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
一
方
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
こ
れ
よ
り
先
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
年
）
、
ト
ル
コ
駐
剤
イ
ギ
リ
ス
大
使
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
国
α
巧
節
益
≦
o
邑
2
ζ
9
雷
讐
　
の
子
息
が
同
地
で
ト
ル
コ
式
種
痘
を
受
け
た
。
然
し
、
こ
の
よ
う
な
危
険
な
種
痘
法
で
な
く
、
牛
痘
に
よ
る
近
代
的
種
痘
法
が
ゼ
ン
ナ
ー
両
血
を
四
益
言
毒
霞
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
の
は
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
年
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
種
痘
法
は
現
在
行
わ
れ
て
い
る
簡
易
で
完
備
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
ゼ
ン
ナ
ー
の
種
痘
は
最
初
多
く
の
反
駁
を
受
け
つ
つ
も
ヨ
ー
・
ッ
バ
及
び
ア
メ
リ
カ
に
普
及
し
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
年
）
に
は
中
国
広
東
に
伝
来
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
新
し
い
種
痘
法
は
わ
が
国
に
も
漢
籍
を
通
じ
て
知
ら
れ
た
が
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
年
）
渡
来
後
間
も
な
い
シ
ー
ボ
ル
ト
は
長
崎
に
お
い
て
こ
の
種
痘
法
を
試
み
た
。
然
し
牛
痘
苗
の
腐
敗
に
よ
っ
て
不
成
功
に
終
っ
て
了
っ
た
。
そ
の
後
、
弘
化
四
年
一
月
四
日
（
一
八
四
七
年
二
月
十
八
日
）
、
楢
林
宗
建
の
伺
書
に
よ
り
、
鍋
島
藩
で
は
牛
痘
苗
取
寄
を
審
議
し
、
一
月
十
三
日
（
陽
暦
二
月
二
十
七
日
）
に
そ
の
許
可
を
得
、
御
側
役
徳
永
伝
之
助
は
宗
建
に
そ
の
旨
を
伝
え
た
。
翌
嘉
永
元
年
六
月
（
一
八
四
八
年
）
モ
ー
ニ
ッ
ケ
の
渡
来
に
際
し
て
牛
痘
苗
を
持
参
し
た
が
、
こ
れ
亦
腐
苗
し
て
い
た
の
で
、
更
に
取
寄
を
依
頼
し
、
嘉
永
二
年
六
月
（
一
八
四
九
年
）
、
牛
痘
漿
及
び
痘
痂
を
取
寄
せ
た
。
こ
の
時
の
痘
痂
は
活
性
で
あ
っ
た
た
め
、
種
痘
の
成
功
を
み
た
の
で
あ
る
。
以
後
種
痘
は
盛
ん
に
な
っ
た
。
　
ポ
ン
ペ
は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
種
痘
伝
授
が
政
治
的
理
由
に
よ
っ
て
葬
ら
れ
た
と
考
え
て
い
た
が
、
モ
ー
ニ
ッ
ケ
の
種
痘
の
成
功
後
、
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
が
多
忙
の
た
め
、
種
痘
施
行
が
衰
え
一52一
’
た
の
を
歎
き
、
着
任
後
間
も
な
く
こ
れ
を
施
行
し
た
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
安
政
四
年
十
一
月
十
二
日
（
一
八
五
七
年
十
二
月
二
十
七
日
）
に
は
ポ
ン
ペ
は
大
村
町
の
伝
習
所
に
お
い
て
始
め
て
公
開
の
種
痘
を
行
っ
た
。
二
才
以
上
の
小
児
七
人
と
七
才
半
の
小
児
一
人
に
施
行
し
た
が
、
毎
週
水
・
土
の
二
日
宛
、
ポ
ン
ペ
自
身
そ
の
施
行
に
当
っ
た
。
天
然
痘
は
安
政
元
年
及
び
二
年
に
大
流
行
が
あ
っ
て
、
多
数
の
死
亡
者
を
出
し
て
い
た
が
、
安
政
四
年
十
一
月
十
七
日
（
一
八
五
九
年
一
月
一
日
）
以
後
、
天
然
痘
の
流
行
が
甚
し
く
、
当
時
の
長
崎
に
痘
苗
も
な
か
っ
た
の
で
、
ポ
ン
ペ
は
中
国
経
由
で
痘
苗
を
入
手
し
た
。
然
し
こ
れ
は
不
活
性
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
長
崎
奉
行
所
も
二
・
三
頭
の
牛
を
提
供
し
、
ポ
ン
ペ
は
パ
ダ
ビ
ア
政
庁
の
医
務
課
長
に
依
頼
し
て
痘
苗
を
入
手
し
た
。
　
一
八
五
八
年
（
安
政
四
年
十
一
月
十
七
日
よ
り
安
政
五
年
十
一
月
二
十
七
日
ま
で
）
中
に
二
百
十
八
人
の
一
才
か
ら
二
才
ま
で
の
小
児
に
種
痘
を
施
し
、
一
五
五
九
年
（
安
政
五
年
十
一
月
二
十
八
日
よ
り
安
政
六
年
十
二
月
八
日
ま
で
）
中
に
約
千
三
百
人
に
種
痘
を
施
行
し
た
。
叉
、
ポ
ン
ペ
は
各
藩
の
種
痘
の
統
計
を
集
め
、
且
つ
指
導
し
た
。
　
医
学
伝
習
開
姶
後
、
間
も
な
く
、
天
然
痘
流
行
に
気
付
い
た
ポ
　
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
ン
ペ
は
直
ち
に
公
開
の
種
痘
を
施
行
し
た
他
、
安
政
五
年
三
月
に
は
幕
府
に
対
し
て
建
白
書
「
種
痘
植
付
方
取
扱
之
記
略
」
を
記
し
、
ク
ル
チ
ウ
ス
及
び
冊
部
駿
河
守
等
の
援
助
の
も
と
に
種
痘
対
策
を
講
じ
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
後
も
長
崎
奉
行
所
の
援
助
の
も
と
に
、
前
記
の
よ
う
な
種
痘
に
対
す
る
対
策
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
養
生
所
の
設
立
を
み
た
後
、
ポ
ン
ペ
は
愈
々
そ
の
初
志
を
貫
く
べ
き
時
機
を
得
た
の
で
あ
る
。
　
ポ
ン
ペ
が
安
政
五
年
三
月
、
幕
府
に
対
し
て
種
痘
施
行
に
関
す
る
建
白
書
を
提
出
し
て
三
年
後
の
文
久
元
年
十
月
六
目
（
一
八
六
一
年
十
一
月
八
日
）
、
長
崎
奉
行
所
は
再
び
種
痘
実
施
を
幕
府
に
進
達
し
た
。
即
ち
、
岡
部
駿
河
守
は
高
橋
美
作
守
と
連
署
し
て
「
長
崎
於
養
生
所
種
痘
御
施
行
之
儀
二
付
申
上
候
書
付
」
を
発
し
、
十
月
十
九
日
（
陽
暦
十
一
月
二
十
一
日
）
、
佐
藤
清
五
郎
を
経
て
幕
府
に
届
け
ら
れ
た
が
、
種
痘
施
行
が
長
崎
奉
行
所
の
理
解
あ
る
処
置
に
よ
っ
て
、
近
代
的
方
法
で
一
般
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
奉
行
所
は
麦
配
向
及
び
市
内
・
郷
中
に
対
し
、
養
生
所
に
お
い
て
文
久
二
年
二
月
十
五
目
（
一
八
六
二
年
三
月
十
五
日
）
よ
り
毎
月
辰
及
び
戌
の
日
毎
に
種
痘
を
施
行
す
る
の
で
、
天
然
痘
罹
患
一53一
　
　
　
第
五
節
　
ポ
ン
ペ
の
衛
生
行
政
の
小
児
が
あ
っ
た
ら
正
九
ツ
時
よ
り
八
ツ
時
（
正
午
よ
り
午
後
二
時
）
頃
ま
で
の
う
ち
に
養
生
所
に
同
伴
す
る
よ
う
に
と
申
渡
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ポ
ン
ペ
は
新
病
院
開
設
後
、
一
週
に
一
度
日
時
を
定
め
て
種
痘
を
行
っ
た
の
で
多
数
の
小
児
が
来
院
し
た
。
そ
の
受
付
、
痘
苗
保
存
、
種
痘
の
症
状
の
記
載
、
痘
苗
の
移
出
な
ど
は
ポ
ン
ペ
自
身
が
行
い
、
次
第
に
普
及
し
た
。
鍋
島
・
島
津
藩
等
で
も
種
痘
を
法
令
化
し
、
江
戸
に
も
種
痘
所
が
設
立
さ
れ
た
。
ポ
ン
ペ
の
門
人
八
木
弥
平
が
『
散
花
小
言
』
を
刊
行
し
た
の
は
安
政
五
年
で
あ
っ
た
が
、
ポ
ン
ペ
の
強
力
な
意
志
は
最
後
ま
で
強
く
完
結
さ
れ
る
ま
で
の
努
力
を
吝
ま
な
か
っ
た
。
こ
の
不
屈
不
挽
の
精
神
は
西
役
所
に
お
け
る
就
任
挨
拶
の
際
に
学
生
た
ち
に
向
っ
て
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
自
ら
も
こ
こ
に
実
践
し
た
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。
次
に
養
生
所
に
お
け
る
種
痘
の
施
行
令
を
示
そ
う
。
（
「
従
萬
延
二
年
至
文
久
二
年
、
文
書
科
事
務
簿
、
手
頭
留
、
公
事
方
」
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
配
向
江
　
於
養
生
所
来
ル
十
五
日
汐
月
々
辰
戌
之
日
毎
二
う
ゑ
疸
瘡
施
行
い
た
し
　
為
遣
候
間
庖
瘡
前
之
小
児
有
之
も
の
者
正
九
ッ
時
汐
八
ツ
時
頃
迄
之
内
　
養
生
所
江
連
越
相
願
可
申
候
右
者
引
請
人
二
不
及
直
二
罷
出
可
申
候
　
右
之
趣
市
中
郷
中
江
相
触
候
間
其
得
意
支
配
之
者
江
も
可
申
欄
置
候
　
　
　
戌
　
二
月
六
日
（
二
字
朱
）
　
さ
て
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
年
）
は
わ
が
国
で
は
種
々
の
意
味
で
多
難
な
年
で
あ
っ
た
。
一
月
五
日
（
陽
暦
二
月
十
八
日
）
に
ア
メ
リ
カ
と
仮
条
約
を
結
ぶ
こ
と
と
な
り
、
三
月
五
日
（
陽
暦
四
月
十
八
日
）
に
調
印
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
反
対
意
見
が
強
く
、
日
米
修
好
条
約
締
結
の
遅
延
は
遂
に
閣
老
の
交
代
を
来
さ
し
め
、
四
月
二
十
三
日
（
陽
暦
六
月
四
日
）
、
井
伊
直
弼
が
大
老
と
な
り
、
更
に
調
印
日
限
の
延
期
を
な
し
て
六
月
二
十
日
（
陽
暦
七
月
三
十
日
）
、
漸
く
仮
条
約
の
調
印
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
が
安
政
の
大
獄
や
桜
田
門
外
の
変
を
来
さ
し
め
た
原
因
で
あ
り
、
更
に
種
種
の
国
際
問
題
を
起
さ
し
め
た
。
こ
の
仮
条
約
は
全
く
の
国
際
問
題
の
形
態
を
と
っ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
亦
大
き
な
国
内
問
題
で
あ
り
、
後
に
養
生
所
の
存
立
・
移
管
に
ま
で
関
係
し
て
来
た
処
で
、
前
記
の
よ
う
に
こ
の
年
の
夏
は
コ
レ
ラ
の
大
流
行
が
あ
り
、
そ
の
治
療
に
は
、
ポ
ン
ペ
等
が
活
躍
し
た
が
、
ポ
ン
ペ
や
緒
方
洪
庵
等
の
オ
ラ
ン
ダ
医
学
が
そ
の
効
を
示
す
と
、
多
紀
氏
を
中
心
と
す
る
漢
方
医
家
団
の
政
治
的
野
心
か
ら
洋
医
学
を
滅
ぼ
そ
う
と
す
る
動
き
を
示
し
て
い
た
幕
府
も
、
遂
に
七
月
八
日
（
陽
暦
八
月
十
六
日
）
一54一
に
至
っ
て
、
蘭
医
の
学
習
を
公
式
に
許
可
し
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
コ
レ
ラ
の
大
流
行
の
伝
染
原
は
中
国
で
、
伝
染
経
路
は
ア
メ
リ
カ
の
フ
レ
ガ
ッ
ト
艦
ミ
シ
シ
ッ
ピ
号
竃
一
ω
巴
器
号
且
が
中
国
経
由
、
長
崎
に
入
港
し
、
艦
員
に
患
者
が
い
た
た
め
で
あ
る
。
ミ
シ
シ
ッ
ピ
号
は
安
政
五
年
五
月
二
十
一
目
（
一
八
五
八
年
六
月
三
十
日
）
、
長
崎
港
に
入
港
し
、
二
十
二
目
（
陽
暦
七
月
二
日
）
に
は
長
崎
奉
行
所
よ
り
御
目
付
石
川
周
二
及
び
同
役
飯
田
孫
三
郎
が
同
船
に
派
遣
さ
れ
て
、
立
合
の
上
、
祝
砲
を
発
射
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
然
し
、
実
際
に
は
二
十
五
日
（
陽
暦
七
月
五
日
）
に
発
射
さ
れ
た
（
「
従
安
政
四
年
至
同
五
年
、
手
頭
留
、
荒
尾
石
見
守
二
在
勤
、
公
事
方
」
）
。
こ
の
入
港
艦
が
わ
が
国
に
彩
し
い
死
亡
者
を
来
す
結
果
と
な
っ
た
コ
レ
ラ
の
伝
染
経
路
を
な
す
媒
体
と
は
誰
も
知
る
人
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
流
行
は
誠
に
悲
惨
な
状
態
を
各
所
に
齎
し
た
。
こ
の
長
崎
に
入
港
し
た
、
・
・
シ
シ
ッ
ピ
号
の
艦
員
は
中
国
か
ら
コ
レ
ラ
を
伝
染
し
、
長
崎
を
始
め
、
日
本
の
西
半
部
に
蔓
延
し
、
遂
に
数
万
の
死
亡
者
を
出
し
た
。
こ
の
際
、
ポ
ン
ペ
は
種
々
の
対
策
を
行
い
、
大
村
町
の
伝
習
所
に
い
た
学
生
等
の
協
力
に
よ
っ
て
治
療
を
施
し
、
長
崎
奉
行
所
を
通
じ
て
衛
生
行
政
の
実
　
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
施
を
う
な
が
し
、
且
つ
病
院
設
立
の
急
務
を
説
い
て
止
ま
な
か
っ
た
。
ポ
ン
ペ
の
指
示
に
よ
る
コ
レ
ラ
対
策
は
長
崎
奉
行
岡
部
駿
河
守
の
全
面
的
に
賛
同
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
治
療
及
び
予
防
法
を
示
し
た
訓
令
を
作
製
し
、
七
月
十
三
目
（
陽
暦
八
月
二
十
一
日
）
に
こ
れ
を
長
崎
市
中
及
び
代
官
領
内
に
布
告
し
た
。
　
当
節
流
行
病
相
煩
候
も
の
多
分
二
有
之
い
づ
れ
も
劇
症
二
而
医
療
問
二
　
合
兼
貧
困
の
も
の
ハ
手
当
も
不
行
届
之
も
の
も
有
之
哉
二
相
聞
候
間
大
　
村
町
伝
習
所
江
医
師
相
詰
さ
せ
置
療
治
可
為
致
筈
二
付
相
煩
候
者
ハ
明
　
十
四
日
み
昼
夜
二
不
限
早
速
同
所
江
申
出
候
ハ
・
詰
合
之
医
師
さ
し
遣
　
す
筈
二
而
可
有
之
尤
軽
症
之
者
者
同
所
江
罷
越
診
療
を
請
候
様
二
も
可
　
致
候
　
右
之
趣
市
中
一
統
江
不
洩
様
早
々
相
触
可
申
尤
町
役
人
等
之
手
数
二
不
　
及
銘
々
当
人
共
汐
直
二
伝
習
所
江
申
立
候
様
可
申
渡
候
　
　
　
七
月
十
三
日
　
右
之
通
市
中
江
相
触
候
間
郷
中
者
勿
論
支
配
之
向
二
お
ゐ
て
も
同
様
相
　
心
得
候
様
早
々
可
被
申
渡
候
　
こ
の
達
と
共
に
ポ
ン
ペ
の
指
示
に
よ
る
食
品
衛
生
が
示
さ
れ
、
魚
類
中
、
鰯
、
鯖
、
鰭
、
鮪
、
蛸
、
野
菜
の
内
、
南
瓜
、
唐
黍
、
茄
子
、
冬
瓜
、
胡
瓜
、
縞
瓜
類
一
切
、
菓
物
一
切
の
食
用
を
禁
じ
、
七
月
十
四
日
（
陽
暦
八
月
二
十
二
目
）
に
は
、
翌
々
十
六
日
（
陽
一55一
第
五
節
　
ポ
ン
ペ
の
衛
生
行
政
暦
二
十
四
日
）
の
盆
後
に
鶏
及
び
そ
の
類
の
食
用
を
禁
じ
、
こ
の
節
は
こ
れ
等
の
類
の
も
の
一
切
の
食
用
を
禁
ず
る
旨
を
口
達
し
、
同
日
、
岡
部
駿
河
守
は
、
コ
レ
ラ
に
よ
り
大
村
町
の
伝
習
所
の
施
薬
を
受
け
て
全
治
し
た
者
は
そ
の
旨
を
同
所
に
届
出
す
よ
う
口
達
し
た
。
七
月
下
旬
、
劇
症
患
者
は
減
少
し
、
八
月
朔
日
（
陽
暦
九
月
七
日
）
よ
り
伝
習
所
詰
医
師
達
の
臨
時
勤
務
は
見
合
せ
と
な
っ
た
。
然
し
、
療
治
中
の
患
者
は
伝
習
所
の
投
薬
を
申
請
し
て
も
よ
い
旨
の
達
し
が
あ
り
、
長
崎
の
コ
レ
ラ
流
行
は
九
月
下
旬
に
殆
ど
終
焉
し
、
ポ
ン
ペ
の
コ
レ
ラ
対
策
法
は
『
転
寝
の
夢
』
そ
の
他
に
印
刷
さ
れ
、
全
国
に
配
布
さ
れ
た
。
ポ
ン
ペ
の
コ
レ
ラ
治
療
法
は
ヴ
ン
デ
ル
リ
ッ
ヒ
　
区
蝉
二
＞
G
四
口
雪
≦
⊆
b
α
①
二
一
〇
ゴ
の
コ
レ
ラ
の
処
方
に
よ
り
、
硫
酸
キ
ニ
ー
ネ
及
び
阿
芙
蓉
を
与
え
、
温
浴
を
施
さ
し
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
臨
床
的
経
験
と
衛
生
行
政
に
対
す
る
ポ
ン
ペ
の
見
識
と
は
長
く
学
生
た
ち
に
印
象
を
残
し
、
し
ば
し
ば
思
出
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
又
、
ポ
ン
ペ
の
医
学
教
育
の
完
成
の
た
め
の
病
院
建
設
の
意
図
も
岡
部
駿
河
守
の
好
意
に
よ
っ
て
実
現
を
早
か
ら
し
め
る
契
機
を
得
た
。
「
文
久
二
年
壬
戌
壱
月
起
、
亜
官
吏
往
復
留
、
外
務
局
」
に
よ
れ
ば
、
入
港
船
に
対
し
て
、
ヨ
レ
ラ
叉
は
伝
染
病
患
者
の
有
無
を
入
港
船
に
搭
乗
す
る
医
師
に
よ
っ
て
臨
検
す
る
こ
と
を
要
請
し
た
。
　
　
　
　
　
達
　
書
　
　
支
那
港
よ
り
渡
来
之
亜
米
利
加
舶
船
長
江
　
　
　
　
在
長
崎
合
衆
国
コ
ン
シ
ユ
ル
館
　
　
　
　
千
八
百
六
十
二
年
第
九
月
十
五
日
　
一
　
支
那
港
よ
り
渡
来
之
諸
船
舶
は
碇
泊
以
前
堅
固
状
為
差
出
候
様
運
　
　
　
上
所
司
長
江
戸
表
よ
り
被
命
候
右
之
義
二
付
拙
者
在
留
亜
米
利
加
　
　
　
ミ
ニ
ス
ト
ル
よ
り
右
之
告
知
を
受
取
候
　
一
　
亜
米
利
加
船
舶
着
致
し
右
堅
固
状
所
持
不
致
故
碇
泊
之
義
差
留
ら
　
　
　
れ
候
ハ
・
貴
下
医
官
右
船
中
江
遣
し
弥
コ
レ
ラ
叉
伝
染
病
之
者
無
　
　
　
之
義
同
人
相
証
候
ハ
・
船
長
江
碇
泊
相
免
可
申
候
一
船
舶
之
船
長
共
右
之
命
二
随
ひ
候
義
を
相
否
或
ハ
等
閑
候
ハ
・
港
内
掟
相
破
候
為
過
料
之
可
及
沙
汰
候
　
千
八
百
六
十
二
年
第
九
月
十
五
日
自
筆
井
コ
ソ
シ
ユ
ル
館
の
印
　
を
調
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
衆
国
コ
ン
シ
ユ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ヨ
ソ
・
ジ
・
ウ
ヲ
ル
ス
右
文
意
和
解
仕
候
以
上
　
　
八
月
廿
四
日
植
村
作
七
郎
横
山
叉
之
丞
一56一
　
「
従
万
延
二
年
至
文
久
二
年
、
事
方
」
に
次
の
丈
書
が
あ
る
。
文
書
科
事
務
簿
、
手
頭
留
、
公
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
配
向
江
　
当
節
コ
レ
ラ
病
流
行
い
た
し
死
亡
之
者
不
少
哉
二
相
聞
候
右
者
全
ク
薬
　
剤
等
不
行
届
二
も
可
有
之
候
間
此
度
養
生
所
お
い
て
御
施
薬
被
成
遣
候
　
間
同
所
江
可
願
出
候
尤
病
症
二
寄
願
次
第
同
所
よ
り
医
師
罷
越
候
筈
二
　
有
之
候
　
右
之
通
市
中
下
々
迄
相
触
候
間
支
配
之
も
の
江
も
可
申
聞
置
候
　
　
　
戌
　
七
月
四
目
（
二
字
朱
）
　
即
ち
文
久
二
年
（
一
八
六
二
も
年
）
も
亦
コ
レ
ラ
の
爆
発
的
流
行
が
起
り
、
そ
れ
に
対
す
る
ポ
ン
ペ
の
衛
生
行
政
の
実
が
こ
こ
に
稔
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ポ
ン
ペ
は
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
大
流
行
後
、
病
院
建
設
の
急
務
を
説
い
て
止
ま
な
か
っ
た
が
、
コ
レ
ラ
治
療
を
充
分
に
な
す
こ
と
を
得
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
事
あ
る
度
に
ポ
ン
ペ
に
辛
く
当
っ
て
い
た
長
崎
奉
行
高
橋
美
作
守
は
閏
八
月
十
三
日
（
陽
暦
十
月
六
日
）
に
遂
に
「
思
召
有
之
御
役
御
免
被
仰
付
候
旨
従
江
府
被
仰
下
侯
条
支
配
之
者
江
可
申
聞
置
候
」
と
達
せ
ら
れ
て
、
職
を
辞
し
た
が
、
ポ
ン
ペ
の
言
葉
に
よ
れ
ば
し
ば
し
ば
駐
日
外
交
使
節
団
か
ら
そ
の
不
信
任
案
が
提
出
さ
れ
て
い
た
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
，
の
で
あ
る
。
ポ
ン
ペ
は
養
生
所
に
あ
っ
て
、
コ
レ
ラ
の
対
策
に
尽
力
し
乍
ら
、
政
治
的
陰
謀
の
崩
壊
や
成
立
を
冷
静
に
眺
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
種
痘
と
同
様
、
コ
レ
ラ
の
場
合
も
亦
、
不
充
分
乍
ら
ポ
ン
ペ
の
初
志
を
貫
徹
す
る
こ
と
の
で
き
た
も
の
で
あ
り
、
叉
、
そ
の
成
果
も
文
久
二
年
に
稔
っ
た
の
で
あ
つ
た
。
　
処
で
、
再
び
繰
返
す
こ
と
に
な
る
が
、
ポ
ン
ペ
に
よ
れ
ば
、
コ
レ
ラ
が
中
国
に
入
っ
た
の
は
文
政
五
年
（
一
八
二
二
年
）
と
し
、
日
本
に
初
め
て
入
っ
た
の
は
天
保
二
年
（
一
八
三
一
年
）
と
し
て
お
り
、
安
政
五
年
、
約
六
万
の
人
口
を
も
つ
長
崎
に
お
け
る
罹
患
者
は
干
五
百
八
十
三
人
で
、
そ
の
う
ち
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
六
百
一
人
（
男
二
百
五
十
九
人
、
女
二
百
八
十
八
人
、
小
児
五
十
四
人
）
の
患
者
中
、
治
癒
者
三
百
八
十
人
、
死
亡
者
二
百
二
十
一
人
で
、
死
亡
率
は
三
十
六
・
四
三
％
で
、
多
く
は
二
、
三
日
間
で
死
亡
し
、
千
五
百
八
十
三
人
の
罹
患
者
中
、
日
本
人
の
取
扱
っ
た
コ
レ
ラ
患
者
は
九
百
八
十
二
人
で
、
そ
の
う
ち
治
癒
し
た
者
は
四
百
三
十
六
人
、
死
亡
者
は
五
百
四
十
六
人
で
、
死
亡
率
は
五
十
五
・
五
％
で
あ
る
と
云
う
。
ポ
ン
ペ
の
時
代
の
コ
レ
ラ
対
策
は
今
日
の
眼
か
ら
見
れ
ば
誠
に
隔
靴
癌
痒
の
感
が
あ
り
、
統
計
に
し
て
も
簡
単
な
百
一57一
　
　
　
第
五
節
　
ポ
ソ
ペ
の
衛
生
行
政
分
率
で
、
特
殊
死
亡
率
の
概
数
十
二
・
八
％
を
表
わ
し
て
は
い
な
い
。
ま
だ
コ
レ
ラ
菌
の
発
見
（
一
八
八
三
年
、
コ
ッ
ホ
に
よ
る
コ
ン
マ
菌
即
ち
コ
レ
ラ
ビ
ブ
リ
オ
の
発
見
）
も
な
い
頃
で
、
対
症
的
療
法
と
し
「
て
は
前
記
の
よ
う
に
キ
ニ
ー
ネ
剤
を
よ
く
用
い
て
い
た
。
安
政
五
年
六
月
十
三
日
（
一
八
五
八
年
七
月
二
十
三
日
）
、
　
ロ
シ
ア
の
軍
艦
ア
ス
コ
ル
ド
号
》
葵
o
包
が
長
崎
に
入
港
し
た
が
、
こ
の
際
、
乗
組
員
二
十
人
を
診
療
し
た
。
　
（
最
初
、
奉
行
所
は
患
者
を
長
崎
の
一
寺
院
ー
稲
佐
悟
真
寺
か
ー
に
収
容
し
た
。
十
六
日
即
ち
陽
暦
二
十
六
日
に
ポ
ン
ペ
は
往
診
し
て
治
療
し
た
。
）
こ
の
際
の
患
者
中
（
皆
壊
血
症
）
四
人
死
亡
し
た
が
、
死
因
は
肺
結
核
（
一
人
）
、
赤
痢
（
一
人
）
、
チ
フ
ス
（
二
人
）
で
、
ニ
ケ
月
余
に
再
入
港
し
た
時
は
上
海
か
ら
赤
痢
を
伝
染
し
て
来
て
お
り
、
二
十
九
人
を
診
療
し
た
。
当
時
腸
チ
フ
ス
は
六
種
の
熱
型
に
分
類
し
て
い
た
が
、
投
薬
に
は
皆
キ
ニ
ー
ネ
を
用
い
た
。
赤
痢
、
チ
フ
ス
に
対
し
て
は
ま
だ
伝
染
病
対
策
を
行
つ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
だ
病
因
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
池
田
謙
斎
は
漢
方
薬
の
使
用
を
回
顧
し
た
後
、
「
そ
れ
を
ポ
ン
ペ
が
来
て
か
ら
、
色
々
の
薬
品
を
取
寄
せ
、
・
其
用
法
等
を
授
け
た
の
で
、
初
め
て
洋
法
の
内
科
の
方
に
も
一
段
の
進
歩
を
与
へ
た
の
じ
や
。
私
が
ま
だ
江
戸
に
い
た
時
分
、
右
の
ポ
ン
ペ
伝
の
松
本
順
氏
が
、
規
那
塩
十
五
氏
頓
服
と
か
、
遠
志
根
半
男
の
浸
剤
に
、
硝
石
四
匁
な
ど
x
云
ふ
処
方
を
し
て
ゐ
た
の
で
、
当
時
の
医
学
社
会
を
驚
か
し
。
為
め
に
或
も
の
は
松
本
に
向
て
「
キ
ナ
塩
殿
前
の
ポ
ン
ペ
ー
遠
志
硝
石
大
量
居
士
」
な
ん
て
い
ふ
法
名
を
付
け
た
位
、
悪
戯
ご
と
の
上
に
も
、
当
時
の
有
様
が
躍
如
と
し
て
居
る
じ
や
。
そ
れ
も
そ
の
筈
じ
や
、
そ
の
時
分
腸
「
チ
ブ
ス
」
な
ん
か
六
通
り
の
熱
病
に
分
け
て
居
た
位
で
、
其
症
状
に
依
て
色
々
の
名
が
あ
つ
た
の
じ
や
。
こ
れ
も
病
体
解
剖
が
初
ま
つ
て
、
「
腸
チ
ブ
ス
」
の
本
体
が
明
に
さ
れ
て
、
漸
く
わ
か
つ
て
来
た
の
じ
や
。
イ
ヤ
昔
の
こ
と
を
思
ふ
と
、
今
日
の
医
学
の
進
歩
は
実
に
驚
か
る
x
ば
か
り
じ
や
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
司
馬
凌
海
の
『
七
新
薬
」
に
よ
っ
て
も
覗
え
る
よ
う
に
、
衛
生
行
政
の
み
な
ら
ず
、
治
療
方
面
に
も
最
善
を
尽
し
て
い
た
ポ
ン
ペ
の
姿
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
最
後
に
梅
毒
対
策
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
元
来
、
梅
毒
は
ア
メ
リ
カ
大
陸
発
見
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
通
じ
て
わ
が
国
に
も
伝
播
さ
れ
た
が
、
ケ
ン
ペ
ル
も
既
に
そ
れ
を
長
崎
に
お
い
て
記
載
し
一58一
て
お
り
、
相
当
広
範
囲
に
伝
染
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
長
崎
で
は
そ
の
研
究
は
吉
雄
耕
牛
、
志
筑
忠
雄
な
ど
に
よ
っ
て
も
な
さ
れ
て
い
た
が
、
志
筑
忠
雄
の
門
人
末
次
忠
助
は
そ
れ
を
恐
れ
て
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
ハ
ー
ゲ
ン
　
O
①
畦
詳
一
8
巨
①
二
缶
謂
窪
の
治
療
法
な
ど
を
伝
え
て
い
た
。
安
政
四
年
（
一
八
五
七
年
）
、
ポ
ン
ペ
は
渡
来
以
後
、
直
ち
に
オ
ラ
ン
ダ
の
船
員
た
ち
が
長
崎
の
公
娼
を
側
に
置
く
こ
と
の
で
き
る
こ
と
を
発
見
し
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
治
療
に
当
っ
て
い
た
関
係
で
、
翌
年
一
年
間
の
オ
ラ
ン
ダ
人
受
診
者
七
十
人
中
、
性
病
患
者
は
十
八
人
（
そ
の
う
ち
慢
性
麻
疾
五
人
、
・
第
一
期
梅
毒
は
九
人
、
第
二
期
梅
毒
は
四
人
）
で
あ
っ
た
と
報
告
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
梅
毒
罹
患
率
の
高
い
こ
と
は
公
娼
制
に
基
因
す
る
も
の
と
考
え
て
い
た
。
又
、
同
年
の
目
本
人
受
診
者
九
百
十
八
人
中
、
梅
毒
患
者
は
第
一
期
梅
毒
が
十
一
人
、
第
二
期
梅
毒
が
十
七
人
（
臭
鼻
三
、
咽
喉
靡
瀾
及
び
皮
疹
三
、
咽
喉
靡
燭
一
、
陰
部
靡
燗
一
、
舌
靡
燗
二
、
梅
毒
性
結
節
一
、
薔
薇
疹
一
、
膿
痕
疹
一
、
骨
化
膿
三
、
骨
膜
贅
骨
腫
一
）
で
あ
っ
た
と
記
載
し
、
日
本
人
は
公
娼
制
に
よ
っ
て
、
貧
困
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
、
貧
乏
人
は
息
女
を
七
才
か
ら
娼
家
に
売
り
、
十
五
才
よ
り
接
客
せ
し
め
、
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
二
十
五
才
に
及
ぶ
、
と
公
娼
制
を
批
難
し
、
性
病
対
策
－
検
梅
制
度
の
施
行
1
を
説
き
、
梅
毒
の
病
理
学
的
、
治
療
学
的
意
見
を
述
べ
て
、
こ
れ
を
長
崎
奉
行
所
に
上
申
し
た
。
然
し
、
長
崎
奉
行
所
は
如
何
な
る
政
治
的
権
力
を
発
動
し
て
も
こ
れ
を
制
限
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
ポ
ン
ペ
の
申
出
を
拒
絶
し
た
。
そ
の
後
も
し
ば
し
ば
上
申
し
た
が
、
常
に
回
答
は
同
様
で
あ
っ
た
。
　
ポ
ン
ペ
は
帰
国
に
至
る
ま
で
幕
府
に
対
し
て
梅
毒
対
策
を
講
ず
る
こ
と
を
幾
度
も
求
め
た
が
、
ポ
ン
ペ
の
「
遊
女
屋
に
対
し
て
厳
重
な
医
学
的
監
督
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
に
は
こ
の
方
面
の
対
策
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
監
督
は
政
府
の
義
務
で
あ
る
」
と
い
う
要
求
に
対
し
、
幕
府
は
「
健
康
を
保
つ
だ
け
の
た
め
に
、
甚
だ
困
難
な
こ
と
を
娘
に
強
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
身
体
は
誰
で
も
何
と
も
云
ふ
こ
と
の
で
き
ぬ
所
有
物
で
あ
り
、
権
柄
で
も
だ
め
で
あ
る
」
と
い
う
回
答
を
し
か
与
え
な
か
っ
た
。
即
ち
、
ポ
ン
ペ
の
衛
生
行
政
中
、
性
病
対
策
は
公
的
に
は
遂
に
実
現
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
、
外
国
の
要
請
に
よ
っ
て
ポ
ン
ペ
の
在
任
中
、
検
梅
を
実
施
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ポ
ン
ペ
自
身
が
行
っ
た
の
で
は
な
い
が
、
ポ
ン
ペ
の
講
義
を
基
と
し
て
実
施
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第
五
節
　
ポ
ソ
ペ
の
衛
生
行
政
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ポ
ン
ペ
が
在
任
中
、
他
の
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
た
ち
の
よ
う
な
艶
聞
が
な
か
っ
た
の
も
こ
う
し
た
梅
毒
に
対
す
る
ポ
ン
ペ
の
見
識
に
よ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
前
記
の
検
梅
は
、
万
延
元
年
六
月
十
九
目
（
一
八
六
〇
年
八
月
五
日
）
・
シ
ア
海
軍
々
医
が
丸
山
に
お
い
て
行
お
う
と
し
た
が
、
拒
絶
さ
れ
、
稲
佐
に
お
い
て
ロ
シ
ア
マ
タ
冨
ス
休
息
所
を
設
け
る
際
、
九
月
よ
り
検
梅
し
、
開
所
さ
れ
た
。
そ
の
頃
松
本
良
順
は
ポ
ン
ペ
に
検
梅
法
を
学
ぴ
、
・
シ
ア
軍
艦
ポ
ス
サ
ジ
ニ
カ
号
の
提
督
ビ
リ
レ
フ
切
一
三
①
融
の
依
嘱
に
よ
っ
て
一
、
二
度
検
梅
に
従
事
し
た
が
、
そ
の
後
、
門
下
生
に
代
っ
た
。
性
病
対
策
が
公
式
に
行
わ
れ
た
の
は
明
治
以
後
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
。
　
ポ
ン
ペ
の
衛
生
行
政
や
伝
染
病
に
対
す
る
キ
ニ
ー
ネ
使
用
は
相
当
な
評
判
と
な
り
、
池
田
謙
斎
も
こ
れ
を
回
想
し
て
い
る
が
、
ポ
ン
ペ
の
伝
染
病
に
対
す
る
衛
生
行
政
や
治
療
は
当
時
と
し
て
は
相
当
な
程
度
に
進
歩
し
た
形
態
を
備
え
し
め
よ
う
と
し
て
努
力
し
た
跡
が
見
出
さ
れ
る
。
今
目
を
以
て
昨
日
を
罵
る
な
ら
ば
、
過
去
に
お
け
る
努
力
も
誠
に
は
か
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
洋
式
医
学
を
基
本
的
な
面
か
ら
建
設
し
て
行
こ
う
と
し
た
ポ
ン
ペ
の
善
意
と
誠
意
に
は
深
い
敬
意
を
捧
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
唯
、
そ
の
努
力
だ
け
を
取
上
げ
て
云
う
な
ら
ば
、
ポ
ン
ペ
自
身
の
学
問
的
研
究
を
進
め
る
場
と
し
て
求
め
て
来
た
長
崎
が
、
ポ
ン
ペ
に
と
っ
て
は
全
く
自
分
の
研
究
を
推
進
せ
し
む
べ
き
地
と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
誠
に
不
本
意
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
　
　
こ
こ
で
、
ポ
ン
ペ
等
が
後
年
、
キ
ニ
ー
ネ
の
使
用
に
よ
っ
て
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
得
た
こ
と
に
関
連
し
て
、
　
『
七
新
薬
』
に
つ
い
て
記
し
て
置
こ
う
。
こ
の
書
は
ポ
ン
ペ
が
ド
イ
ツ
の
ウ
ー
ス
テ
ル
レ
ン
，
及
び
ワ
グ
ネ
ル
の
説
に
よ
っ
て
キ
ニ
ー
ネ
、
モ
ル
ヒ
ネ
、
肝
油
、
吐
酒
石
、
硝
酸
銀
、
ヨ
ー
ド
、
サ
ン
ト
ニ
ン
の
七
種
の
新
し
い
薬
品
を
解
説
し
た
の
を
司
馬
凌
海
が
文
久
元
年
（
一
八
六
一
年
）
に
編
纂
し
、
三
月
二
日
、
板
下
を
大
坂
の
秋
田
屋
に
送
っ
た
の
は
三
月
二
日
（
陽
暦
四
月
十
一
日
）
と
、
十
一
月
十
二
日
（
陽
暦
十
二
月
十
三
日
）
、
下
巻
板
下
で
あ
る
が
、
十
六
目
（
陽
暦
十
二
月
十
七
目
）
に
は
中
巻
が
秋
田
屋
よ
り
長
崎
へ
届
け
ら
れ
て
い
て
、
関
寛
斎
が
校
補
し
て
刊
行
し
た
の
は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
年
）
で
　
あ
っ
た
。
な
お
文
久
元
年
十
一
月
二
十
四
目
（
一
八
六
一
年
十
二
月
二
十
五
日
）
、
司
馬
凌
海
は
ポ
ン
ペ
の
薬
物
学
講
義
録
『
朋
一60一
百
氏
薬
論
』
の
序
（
陽
暦
目
付
）
を
ポ
ン
ペ
に
草
し
て
貰
い
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
年
）
に
刊
行
し
た
。
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長
崎
医
学
の
基
礎
